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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

18 創世記 マタイ １９ ルカ１ １０：１７～２０
19 ２ ２０ ローマ １１：２５～３６
20 ３ ２１ 神 ヨハネ １５：１１～１７
21 ４ ２２ の 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ２４:１２～１８
22 ５ ２３ 選 申命記 ７：９ ～１５
23 ６ ２４ び Ⅰｻﾑｴﾙ １６：５ ～１３
24 ７ ２５ 士師記 ７：１ ～７
25 ８ ２６ マルコ １４：１ ～９

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日 無し
① 姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進しますように！
② 求道者の方々の霊肉の救いのために！
③ 黒田ひかり姉の霊肉の健康とお働きの上に祝福を！
④ 朝来教会(正木義俊師)のお働きの上に祝福を！

１ 本日、仲森文穏牧師が敬老の日主日・特別礼拝の説教を
して戴き感謝です。ご高齢の方々の祝福の祈りを捧げます。

２ 西宮門戸教会役員の中村祐子姉が10月2日(日)世界聖餐日
礼拝にご来会くださり、奏楽の奉仕をしてくださいます。

３ 中島一博兄 ９日に退院され、自宅で療養中です。弱気
を覚えておられる藤野幸子姉、杉崎幸子姉、痛みを覚えて
おられる藤野晶子姉、弓岡光子姉及び入所中の梅﨑洋子姉、
郡敏子姉、増田真砂姉のために祈りましょう。

４ コロナウイルスの感染が減少気味で、朝晩涼しくなってきていま
すが、感染防止 のためマスクの着用、体温測定、手洗いの励行
の上、礼拝に出席しましょう。
５ 土地購入献金 先週、礼拝献金3,000円献げられ感謝しま
す。続いて返済のために祈りましょう。

◎牧会短針 先週の役員会において、小生に健康をご心配く
ださり、以下のことが話し合われました。①仲森文穏牧師に
10月以降、毎月1回説教をお願いする(今までは隔月)。②10
月16日(日)信徒伝道週間の礼拝は信徒の「証しと賛美の礼拝」
としては、との意見が出され、初めての試みとして行うこと
を決定しました。③廣田牧師が開拓伝道以来色々な事柄を担
ってきたが、今後、教会形成の上で役割分担を決めて信徒の
方々にも共に担って戴く方向で検討することになりました。
④事務所の整理(棚卸し)をすることが必要である。そのため
にも協力し合っていくことなどが話し合われました。これか
らもご一緒に考えていきたいと思います。続いてお祈り戴け
れば幸いです。
今週の牧師の予定 ２０日 zoomによる姫路宣教祈祷会

◎先週の報告 礼拝8名、役員会８名、子ども教会1＋5名、
聖書の学び2名
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◎今週の御言葉「内なる人」
（コリント人への手紙第二４章７節～１８節)

「ですから、私たちは勇気を失いません。たとい私たちの
外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされています」
(16) 仲森文穩

○本日は、高齢者の日祝福礼拝です。統計によると１００歳以上
の方が１万人を超えたのは１９９８年のこと、それが２０２１年９月
では８万６５１０名と過去最高になっています。そのうち８８％が女
性で、最高年齢は大阪在住の１１５歳の女性だそうです。ますますの
ご長寿を祈りたく思います。
○コリント人への手紙第二４章１６節に「ですから、私たちは

勇気を失いません。たとい私たちの外なる人は衰えても、内なる人は
日々新たにされています」とあります。 外なる人は衰え、足も腰も
痛み、目もかすむ。でも内なる人はそんな私を日々新たにしてくれる。
イザヤ書４０章３１節には「主を待ち望む者は新しく力を得、鷲の
ように翼をかって上ることができる。走ってもたゆまず、歩いて
も疲れない」と記されています。これが「内なる人」です。目に見
えないもの、日々新たな「内なる人」としての自分に目を向ける
ことこそ、大事なのではないでしょうか。
ヘルマン・ヘッセは「年をとるということは若いことと同じように

美しく、神聖な使命だ」と言いました。私たちは単に年をとるので
はなくて、神聖な使命を帯びてそうなっていく、というのです。
ご高齢の方が「私のような者は生きていたってしょうがない」と下を
向かれるのは、若い人にとって聞いていて辛いものです。誰もみな明
るい言葉が聞きたいのです。ご高齢の方の前向きな言葉を聞いて若い
人も元気が出て力が湧いてくるのです。
○４章７節に「私たちは、この宝を、土の器の中に入れている

のです」とあります。土の器は壊れやすいです。衰えていく土の
器のわが身は、いわゆる「外なる人」と呼ばれるものです。でも、
そんな私たちを神さまが愛してくださって、この土の器に宝を盛
り込んでくださいました。この宝とは何か。
日野原重明さんは人間に与えられた宝として「ものを考える力」
と「何かを創造する、創り出す能力」を挙げています。もちろん、
人間に与えられた宝とはイエス・キリストの福音のことだとご存
じの上でそう言っておられるのです。教会生活を送る私の楽しみ
の一つは、そのような形で盛られている宝が、皆様お一人お一人
の中に輝いている、そこに神様の栄光を見させていただくことで
あります。
○お互いに弱さを抱えつつも、霊に燃やされて歩んでいきまし

ょう。それぞれのお身体に盛られている主の宝によって、神様に
栄光を帰する生き方へと導かれて参りましょう。 今後ともお一
人お一人のご健康が支えられ、主の御祝福が満ち溢れますよう心
からお祈り申し上げたく思います。
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